




光触媒 酸化チタンとは？  光触媒のメカニズムとは？

https://youtu.be/d93-ftBE8R0URL今すぐ を
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可視光域すべて＋可視光以下でも効果あり 可視光域すべて＋可視光以下でも効果あり可視光以下では効果が無いものもあり

ナノゾーンコート ( 光触媒 )

不要 接着剤 ( アパタイト含む ) が必要

分子間結合のためコーティングのみの剥離はない

色変色・質感の変化なし 白濁あり、接着剤による質感変化あり

接着剤の寿命とともに剥離する

養生不要・事前の簡易清掃で施工可能 養生が必要なものが多い

布製品から電子機器まで、広範囲へ施工可能 施工不可のものが多い

バインダーレス・養生なしのため低コスト 高コスト

コーティング用製剤
持続性

効果の強さ

効果の環境

質感・色合い
施工性

施工対象

費用

効果高い。 ナノゾーンコートより低い ( バインダーの影響 )

多種多用な光触媒製品や無光触媒 ( 空気触媒 ) といった製品が出ていますが、総じて持続性・抗菌力が弱いです。また、コストも高いです。

他の光触媒

接着剤 ( アパタイト含む ) が必要なものもあり

色変化・質感の変化なし

接着剤の有無による

養生が必要なものもあり

製品によっては施工不可のものもあり

高コスト

２０種以上を取得 ( 新型コロナエビデンス取得済 ) 10 種未満 10 種未満エビデンス取得数

ﾅﾉｿﾞｰﾝｺｰﾄより著しく低い ( 無理な開発の影響 )

無光触媒 ( 空気触媒 )

他社の光触媒

無光触媒(空気触媒)

持続性・抗菌力が
弱い理由

・接着剤 ( バインダー ) を使用しているため「接着剤の経年劣化による剥離」「接着剤の弊害による効果ダウン」になっている。

・空気中の水分子による触媒反応で酸化分解させるメカニズムであるが、光触媒より反応が低く分解能力が著しく低い。
・持続性については、接着剤 ( バインダー ) を用いるものは「他社の光触媒」と同様。

他社の光触媒

無光触媒(空気触媒)

・接着剤 ( バインダー ) を使用しているため。養生手間のため。

・従来の光触媒の「暗所での反応」を改善するために開発されたが、開発コストが膨大にかかっているため。

施工コストが
高い理由 ※

※ 光触媒製品の｢暗所反応の改善｣を目的に研究開発費をかけて｢空気触媒｣が開発された結果、通常の触媒反応が悪くなる犠牲を生むことになった。
そんな中、光触媒研究が進み  低コスト で生み出されたのが、従来の光触媒のデメリットを大きく改善した「ナノゾーンソリューション」です。

他社製品 比較



チェコ共和国　オストラヴァ国際空港 チェコ共和国　幼稚園

チェコ共和国　警察車両 チェコ共和国　電車 シンガポール　鶏舎



【ホテル】

【レンタルボート】 【バス】

before
1995 341

after➡

before
7132 316

after➡before
4040 502

after➡



服部栄養専門学校 袛園  さゝ木 ラ・ベットラ・ダ・オチアイ

ミシュラン星獲得店 ／ マクドナルド ／ トヨタ博物館 ／ ヤンマースタジアム長居 ／ 滋賀交通

水春グループ ／ 綾部市(バス) ／ 京都市営地下鉄内の全トイレ ／ 両備交通 ／ 世界遺産 醍醐寺

近江神宮  ／  多賀大社  ／  キッコーマン総合病院  ／  草津総合病院  ／  大阪医科大学附属病院

第一興商(ビッグエコー)  ／  ピエリ守山  ／  イオンモール草津  ／  ブランチ大津京  ／  　等

一部上場企業、自動車ディーラー、フィットネスジム、ホテル、旅館、飲食店、医療機関、エステサロン

一般住宅、一般車両など、多岐にわたる業態で導入いただいております。　【施工実績5,000カ所以上】

＜ナノゾーンコート導入実績一例＞

※エスピーワングループ以外の販売店実績も含んでおります



次亜塩素酸水との比較　

https://youtu.be/63I8uurZ4xEURL今すぐ を



検査機関  オストラバ工科大学 環境技術研究所（チェコ共和国）

飲料水用タンクへの施工におけるチタン検出と毒性細菌類検出実験

実験目的

実験品

実験方法

実験結果

酸化チタンの経年剥離の評価と水質評価

ナノゾーンソリューション

飲料水用貯水タンクの水を一度すべて抜いた後、内側にナノゾーンコート施工を行い、
水を溜めて通常通りの浄水タンクとして稼働させた。
1日後、30 日後、100 日後、200 日後、300 日後に
水中のチタン含有量・水中のチタンナノ粒子含有量・微生物の水純度・水の生態毒性と生活活性を分析した。
※実験中はタンクの中に LEDライトを張り巡らせ、光触媒作用を継続させた（左、紫の光線画像）

ナノゾーンコートを施工した飲料水用タンク内において、
チタン及び毒性のある細菌類は検出されなかった。

よって、ナノゾーンコートが経年剥離しないことが証明された。



令和 2 年 9 月 25 日 
 
報道関係各位 
 

公立大学法人奈良県立医科大学 
研究推進課 担当：阪田、澤井 
℡:0744-22-3051（内線:2552） 

 
(世界初)可視光応答形光触媒による新型コロナウイルス不活化を確認 
(世界初)可視光応答形光触媒による新型コロナウイルス不活化の条件を明らかにした。 
 
概要 
 奈良県立医科大学(微生物感染症学講座 中野竜一准教授)、東京工業大学(物質理工学院 
材料系 宮内雅浩教授)、神奈川県立産業技術総合研究所(研究開発部 抗菌・抗ウイルス研究

グループ)の研究グループは世界で初めて可視光応答形光触媒材料(CuxO/TiO2)による新型

コロナウイルスの不活化を確認しました。その不活化条件を実験的に明示することにより、

光触媒による抗ウイルス効果を学問的に示しました。 
 
実験内容 
 可視光応答形光触媒による抗ウイルス性能評価試験として、JIS R 1756 が制定されてい

ます。今回はその試験方法を参考にした試験を行いました。 
新型コロナウイルス株を培養し、安全キャビネット内に設置した試験片(CuxO/TiO2 粉体

をガラスに担持)に対して、実験対象の新型コロナウイルスを接種します。その後、1000 lux
の可視光照射(400nm 以下の紫外光をカットした白色蛍光灯を照射)を行いました。また、

光触媒としての効果を確認するため、光の当たらない暗所条件での試験も行いました。一定

時間経過後にウイルスを回収し、宿主細胞に接種、ウイルスが細胞に感染しているかを判定

して、ウイルス量を算出しました。 
 

研究成果 
 本光触媒材料に光照射をすることで、1時間で 2.5桁のウイルス量の減少(99.7%の減少)、
2 時間で検出限界以下である 99.99%以上のウイルス量が減少しました。また、暗所におい

ても 4 時間で検出限界以下に減少させることを明らかにしました。このことから、本光触

媒材料を利用することで、新型コロナウイルスを不活化できることがわかりました。本研究

成果をもとに、学校、病院やその他多くの人が利用する公共施設等における飛沫の付着や人

が触れる場所に対して、持続的な抗ウイルス効果を付与させることが可能になると考えら

れます。 

このプレスリリースは、奈良県政･経済記者クラブ、奈良県文化教育記者クラブ、

橿原記者クラブ、大阪科学・大学記者クラブへ配布しております。 

可視光応答形光触媒酸化チタンが
新型コロナウイルスを不活化と発表

2020年9月25日に、
奈良県立医科大学・東京工業大学・神奈川県立産業技術総合研究所のグループが
可視光応答形光触媒酸化チタンによる新型コロナウイルス不活化を発表しました。

光触媒酸化チタン粉体に新型コロナウイルスを接種させ白色蛍光灯を照射

※光の当たらない暗所においても ４時間後には 99.9％以上が減少

【試験方法】

少減の上以％9.99：後間時２ 　→　少減の％7.99 ： 後間時１

ナノゾーンコートは、
「可視光応答形光触媒の酸化チタン (TiO2)」を、
分子間結合によりコーティングを行います。 

バインダー(接着剤) を使用しない
TiO2 純度 100％のコーティングになります






























